





















































































2 回から 6 回では、健康相談・健康相談活動の理論と方法についての講義とした。学習プロセスの「内
化」である。































5 児童生徒とのラポ－トの築き方 内化・外化 ○








































































































まじめに授業を受けることができたかでは、評定 5 が 16 人（32.7％）、評定 4 が 31 人（32.3％）で






















































学習内容の理解は、評定 4 と 3 がそれぞれ 21 人（42.9％）であった。学習ノ－トを読みやすく記載
されていたかでは、評定 3 が 19人（38.8％）、評定 2 が 27人（55.1％）であった。
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